
平成 15年 3月 30日 
第２回ボランティア委員会議題 

ボランティア委員会キャプテン・村松淳司 
 
１．４／２９ベガルタ戦ボランティアと研修計画について 
 （別項参照） 
２．今後のグラボラ研修計画について 
 研修内容、日程についての討論 
３．組織の確認 
４．チケット販売問題について 
５．情報の共有化手段の確立 （会報・会員メールニュース） 
６．新年度予算について （班別の活動計画と概算予算の調整） 
７．次回のボランティア委員会 ４月２７日午前１０時よりボランティアセンターにて 
８．その他 
 
（別項）４／２９，５／２４ボランティア活動について 
＜１＞ ボランティア募集チラシ（案）は裏面をご覧下さい 
＜２＞研修について 
１．４／２７（日）１３：００～現地研修会（ボラセン主催） 
 ボランティアセンター主催で、ハンドレッド、ＧＩＰによる準備作業の邪魔にならないように行う。 
 研修内容は、ゲート位置と入場方法の確認。退場時の人の流れの確認。役割分担など。 
２．４／２８（月）１８：００～現地研修会（東北ハンドレッド主催） 
 警備員らとの調整、話し合いなど。ボランティアリーダーを中心とする。 
＜３＞４／２９のボランティア活動 （５／２４の活動は４／２９を見て委員会で決定する） 
１．場外インフォメーションブースは、あくまでもグランディ・２１ボランティアセンターが協力する形で設置する。つまり、

東北ハンドレッドとボラセンの共同設置である、という位置づけ。この枠組みをつくるのは、他の大規模イベントに対

しても応用できるのでは、ということ。 
２．設置場所： ３箇所 １ブース １０～１５名（交替制） 合計 30～45名 
３．設置時間帯： １０：００～１５：１０，１６：３０～１９：００（予定） 
４．ブースに設置あるいは置くもの 
・ブース近く（入口）に大きな場内案内図 ←ハンドレッドで用意する予定 
・場内案内図・駐車場案内図（一緒でもよい）のチラシ ４／２９までにハンドレッドで作成予定 
・グランディ・２１情報誌 作成が間に合うか？＜情報発信班 
・筆記用具、テープ・ヒモなどの七つ道具 ＜グランディ・２１と協議 
・救急箱、水 ＜ グランディ・２１と協議 
・情報掲示板（ホワイトボード等）メモを貼る ハンドレッドに要望済 
・緊急連絡網（携帯、ＰＨＳなどの電話番号明記）  テント内に貼っておく 
・無線（本部との連絡：各ブース１台でよい） ５台確保できそう 
 帰りには、スタジアム事務室に一人ボラを置いて、車やシャトルバスの状況を遠隔操作カメラで捉えてそれを場外

インフォメーションブースに伝達する。 カメラ操作はスタジアム側にお願いする。当日、ボランティアセンターにも１人

詰め、こちらではインターネットを通じて種々の情報収集（特に列車の遅れや、交通情報など）を行う。 
・ハンドマイク スタジアムのを借りる予定 
・車椅子 グランディ・２１から借りる予定 
・暖房、雨しのぎなど 
５．ハンドレッド側への要望事項： 
１）ベガルタボランティアのコートあるいはウィンドブレーカーをお借りしたい 
２）弁当の手配 
３）休憩場所 
４）ボランティアに区別はしないで頂きたい 
５）場外インフォのテント 


